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観光振興には在来線をはじめとした公共交通網の充実が不可欠であり、鉄道が発達している地域ほど観光が活性化している。
加えて、甲府駅への新幹線新設や空港整備が実現すれば来訪者増加が見込まれる。
また、ほうとうを活用した新たな食の展開にも期待したい。
	
貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございます。
公共交通の利便性向上が観光振興の基盤であるとのご意見は、市としても重要な視点であります。
本計画では、基本方針4「誰もが快適に過ごせる観光地づくりと交通環境の充実」において交通施策を位置付け、新たな交通手段の研究やレンタサイクル等の活用促進などの事業を推進することとしております。
あわせて、将来整備が予定されているリニア山梨県駅（仮称）については、その交通結節機能が最大限発揮されるよう、関係機関と連携しながら検討してまいります。
なお、新幹線新設や空港整備につきましては、本市単独で位置付ける性質のものではないことから、本計画での具体的な記載は行っておりません。
ほうとうを活用した新たな観光食の展開につきましては、基本方針2、施策2-2の事業「伝統工芸・食・ワインの活用」において地域資源を活かした魅力発信を推進することとしております。
いただいたご意見は、今後、事業を推進していく際の参考とさせていただきます。
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28頁の記述（上から4行目）について、「様々な競技施設が整っていることから、」の箇所に、陸上競技場・球技場・野球場・プール・アイスアリーナ・武道館など具体的な施設名を入れることで、小瀬スポーツ公園が多様かつ大規模なスポーツ大会等に対応できる点を分かりやすく示してほしい。
あわせて、全国規模の大会開催やアスリート・サポーターの来訪が市内の宿泊・飲食等につながることから、スポーツツーリズムの観点での効果が伝わるように、可能であれば「第81回国民スポーツ大会冬季大会スケート競技会」など具体的な大会名も記載してほしい。
	
貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございます。
ご意見のとおり、小瀬スポーツ公園は多種多様な競技に対応できる施設を有し、スポーツ大会等を通じた交流人口の拡大や宿泊、飲食等の波及効果が期待できる重要なスポーツ施設です。
一方、具体的な競技施設名を本文に列挙すると、いただいたご意見で示された施設のほか、テニスやボルダリング等、その他の競技に対応している施設もあることから、かえって何ができる施設があるのか分かりにくくなるおそれがあります。
[bookmark: OLE_LINK13]このため、いただいたご意見を踏まえて、本計画（28頁上から4行目）の

「様々な競技施設が整っていることから、」の箇所を、

「多種多様な競技に対応できる多くの施設が整っていることから、」

に修正いたします。
なお、具体的な大会名等につきましては、事業の説明（63項）において記載していることから、当該箇所では記載いたしません。
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59頁施策1-1（上から4行目）の記載について、「昇仙峡エリアにおける観光資源の活用と事業化、御嶽古道の整備等…」の部分を、観光資源の活用に加えて御嶽古道の整備や山岳信仰（巡礼の歴史）に関する情報発信を明確に位置付ける表現へ修正し、関係団体・自治体と連携して取り組む旨を追記してほしい。
昇仙峡が山岳信仰の拠点であった歴史的背景は若い世代には十分知られておらず、関心を喚起し得るテーマであるため、対外的な情報発信を強化し、観光資源としての魅力が伝わる記載とすることが望ましい。
	
貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございます。
ご意見のとおり、昇仙峡は自然景観に加え、御嶽古道等に象徴される歴史・文化的背景も重要な魅力であり、来訪動機の創出や理解促進に向けた情報発信の充実が必要と認識しております。
このため、計画（59頁・施策1-1、上から4行目）に記載されている

「昇仙峡エリアにおける観光資源の活用と事業化、御嶽古道の整備等を関係団体や自治体と連携するほか、事業の情報発信の強化に取り組みます。」の箇所を、

「昇仙峡エリアにおける観光資源の活用と事業化、さらに御嶽古道の整備や山岳信仰を含む多様な情報発信などを関係する団体や自治体と連携して取り組みます。」

と修正し、趣旨がより伝わるよう反映いたします。
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77頁（上から3行目）の記載について、「インバウンドにも対応した快適性の向上が求められます。」の後に、身体が不自由な方も含め誰もが観光を楽しめるよう、バリアフリーアクティビティの造成を通じてユニバーサルツーリズムを推進する旨の説明文を追記してほしい。
施策事業一覧（4-1）に「ユニバーサルツーリズムに向けた取組」が記載されているため、本文側にも趣旨を補足することで分かりやすくなる。
近年は年齢や障害の有無にかかわらず楽しめる観光への需要が高まっており、誰もが甲府市の自然等を楽しめる環境づくりは対外的なアピールとなるとともに、市民の郷土愛の醸成にもつながると考える。
	
貴重なご意見をお寄せいただきありがとうございます。
ご意見のとおり、年齢や障害の有無にかかわらず、誰もが安心して旅行を楽しめる受入環境の整備は重要であり、本計画においても「ユニバーサルツーリズムに向けた取組」を事業として位置付けております。
このため、77頁

「インバウンドにも対応した快適性の向上が求められます。」
を

「インバウンドにも対応した快適性の向上や、誰もが安心して本市の観光を楽しんでいただけるように受入環境を整備し、ユニバーサルツーリズムの推進に取り組むことも求められます。」

と修正し、施策事業一覧（4-1）とのつながりが分かるよう整理いたします。
なお、「バリアフリー・アクティビティ」という表現は受け止め方が読者によって異なるおそれがあるため、本計画ではより一般的で分かりやすい表現を用いて記載いたします。




